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⽟井幸治

適応策としての森林の防災減災機能の維持と
緩和策としての森林管理の促進の

両⽴を⽬指して
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R1
(19) 山崩れや洪水などの災害を防止

する働き

二酸化炭素を吸収することによ

り、地球温暖化防止に貢献する働

き
水資源を蓄える働き

空気をきれいにしたり、騒音をや

わらげる働き

住宅用建材や家具、紙などの原

材料となる木材を生産する働き

心身の癒やしや安らぎの場を提

供する働き

貴重な野生動植物の生息の場と

しての働き

自然に親しみ、森林と人とのかか

わりを学ぶなど教育の場としての

働き
きのこや山菜などの林産物を生

産する働き

順位

森林に期待する役割
（令和3年度 森林・林業⽩書 農林⽔産省 から）
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適応策

適応策

緩和策



洪⽔緩和機能・⽔資源保全機能（観測データから）

Taniら（2020）
https://www.sciencedirect.com/
science/article/pii/S0022169420
30442X

・森林⼟壌の含⽔量が増加している状態から、増加しない状態へ移⾏
・含⽔量が増加しない状態でも、降⽔量に⽐べて流出量は平滑化

（ピーク流量の低下、流出遅延）
・森林の洪⽔緩和機能は、含⽔量の増加による初期損失の効果だけではない。

洪⽔緩和機能・⽔資源保全機能を維持するためには、
森林⼟壌の保全が必要
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森林⼟壌が失われる原因.
１．表⾯浸⾷

間伐は、有効な森林⼟壌の保全策
２．斜⾯崩壊

森林が貧弱で根系が未発達であると⼟砂災害が
発⽣して森林⼟壌が失われる危険性が⾼くなる。

森林⽴地学会ホームページ
（https://shinrin-ritchi.jp/wp/60ani/erosion/）
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•⼟砂災害抑制機能
根系による補強効果は、表層崩壊に対して有効

（ウェザーニューズHPより）6/11



樹⽊根系による斜⾯強度補強効果（表層崩壊の抑⽌に効果）

• 伐採（植栽）後の10〜20年程度の間は、樹⽊根系
による補強効果は低下

• 森林の樹⽊は、根系による働きによって、表層崩
壊の発⽣抑制に効果を発揮

• 森林の樹⽊は、根系による表層崩壊の発⽣抑⽌に
よって、洪⽔緩和機能・⽔資源保全機能を発揮

http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/kanko/313-9.pdf
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●：500mm以上の地点での崩壊地点
●：500mm未満の地点での崩壊地点

（7⽉5⽇10〜22時の12時間積算降⽔量にて）
（村上ら, 2018)防災科学技術研究所研究資料 第418号を加⼯

15km

5km

2017年九州北部豪⾬災害にて
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斜⾯崩壊の発⽣を抑制する働き



・積算降⽔量500mm以上の範囲では、
スギ林・ヒノキ林と森林地以外での単位⾯積当たりの崩壊発⽣件数の差は
明瞭では無い。

・積算降⽔量500mm未満の範囲では、
スギ林・ヒノキ林における単位⾯積当たりの崩壊発⽣数が、
森林地以外での発⽣件数より少ない傾向にある。
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（村上ら，2018）
防災科学技術研究所研究資料 第418号を加⼯
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林齢10年以下の森林では、単位⾯積当たりの崩壊件数が多い傾向にある。
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（村上ら，2018）
防災科学技術研究所研究資料 第418号を加⼯9/11



適応策としての森林の防災減災機能の維持と
緩和策としての森林管理の促進の両⽴

森林の防災減災機能：
若齢林の割合を少なくするためには、

森林の保全が有効

温暖化緩和策：
森林の若返りによる炭素吸収量の増加
⽊材利⽤による炭素蓄積の促進のためには、

森林の伐採植栽が必要
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表層崩壊の発⽣リスクを低下させる森林管理
1. 根系の維持・発達の促進を考慮する。

2. 斜⾯崩壊発⽣リスクのより⾼い場所ほど、伐採量を
より制限し、より多くの樹⽊根系を残すようにする。

3. 斜⾯崩壊発⽣リスクのより⾼い場所ほど、樹⽊根系
による補強効果が⼩さくなる期間を短くするために、
伐採後には速やかに苗⽊を植栽するようにする。
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適応策としての森林の防災減災機能の維持と
緩和策としての森林管理の促進の両⽴


